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横臥 5'ステイソ,チ力価 恨ゾ-ダ)によって打附され `







































































滴 液として他用Ll=O.癖 は市販の亨ヲチyーを嘩 批
澱法により数回精勤を練返し,この拾製ゼラチンをク
チ ン放校的液(PH5･O)に3%仁なるように湖 弔し逓 ■
51とした｡Papain作川の測定法には,鼓白質の分解､
･によ唯 じたアミノ塾或いはカルキキ㌢ル基を定垣す
る方弘 田 切削 の非悉自態琴菜を定圭達する方法等も-
あるが,取丹野は h<orthrop(均 の粘姥法によって測
'ノ定した｡
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い ProteiJascとしての作用の掛 ､PapainIり と
.)こFJけられると述べている.筆者等も不飽和ケ1ソの
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2附 け るキ′ ソ系化合物が抗荷作乃抱元すのは,こ
れ等の化合物が生体内の頚E帆 軌 litア ミノ俄のア
ミノ?r;と祇介する田としている,･班瀦等も供試不純和
ケ.トylとアミノ盗Sとあ推挽作JTJの和無を知ろうとしで,
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zJ',一 柳 軒口との問には確抗的作用が掛 ､｡又苛政活性化
:-Lpapiinに対する不飽和り .ソ･の即怯途中に印び苛酸
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20%)か生成するが反応速度が極やて主軽 く如 師 が
熟 -｡･叉生成した BHC は光税法のもの.より数分貯
一色を珊びて ､ゝる｡,そこで反応皆の両州こ40W ･の班光
醍2⊇放 設け丁光準 由射し乍ら放取如 弛 試みたqTr.
γ.合丑は余り.変化せねが反応率は非常に良く叉牛成し
た BflJC-.の品矧ま極めて良好となったO従って以後
の放柁合成突放には全て光税を併用しr=｡
iEi姥の影静まr合札 反応率準に20-300附姓がrI
一斑も良い技に思われ氾度が余り低くでも高く耳,も.い
:3'れも良くない結果を得た｡文筆成し串 ･BH7･は拓
喝のもーの程燈巴がjBi(_悪臭も掛 ･様である｡叉反晦時
佃 を延長すると反応率は各組兜とも一抹に籾大するが
γ含丑は逆に低下する｡之は反応時間を長くするとTE
･･扱斑応が増しγ含丑が低下するものと戯hILるこ.1
次にべ./ゼyと塩素の混合比を調べろため,め瓦皿(I
j虚及びべ/tゼゾの流下時間を丁定に､して垣紫の洗流並
-を劉 ヒして反転せしめた夙 混合比･(r･+ンゼソと塩素
の_fri出比)が 3,-≠附近が,BICの生成率及び).倉
並共に位迫である技に一駁われる｡普通の光批法では況
I'el･とは大略5附近であり,之より小即ち塩栽故が大と
-なると反応皆壁に結晶が附志し易くなるが.放Tti合成･
･では結晶は管壁に野付蔚し難く叉供え附野しても畔がれl ､†
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